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実験棟（温室）全景

2006年度装置全景

日大ＣＮＥＳ植物汚水浄化実験棟において
本研究で開発したシステム

2003年度装置全景

 

2005年度装置全景

2004年度装置全景
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★パーマカルチャー（PERMACULTURE）

永続性を意味するパーマネントと、農業を意味するアグリカルチャー、

文化を意味するカルチァーの合成語

自然のシステムを生かし、農の魅力を暮らしの中に永続的に取り入れる

食べられる有用な自然の森を暮らしの中に自ら作ること

ＤＩＹでの持続的な暮らしづくり

地域資源の発見、伝統の生活文化の発見と継承、

適正技術の開発と応用

多様なその地の情報を集めデザインする

新しい知恵技術・過去の知恵技能・みえる情報・みえない情報



生態系・エコシステムの構成要素

生産者としての

植物

消費者としての
動物

分解者としての
微生物

太陽の光

土・水
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『パーマカルチャー』（農文協）より

森
で
の
地
中
と
地
上
の
多
層
な
共
存
・
共
栄
環
境



ビルモリソン『パーマカルチャーマニュアル』より





パーマカルチャーの原則

①連関性（つながりの強い要素を近くに配置することで
ｴﾈﾙｷﾞｰ等の無駄をなくす）、

②多機能性（一つ要素は３つ以上の機能を果たすことが
できる）、

③重要な機能は多くの構成要素によって支えられること
（水や食糧等の生きるために重要な要素は複数の方
法で確保しておく）、

④区域区分による効率的な土地利用計画（人間の労働の
頻度による菜園や畜舎の配置や風や水の流れ、太陽
エネルギーを効率的に使う等自然のエネルギーの流
れをうまく利用し、住宅を中心として自給の一年生
作物－果樹園や家禽小屋や温室－主要農作物－森林
や野生動物の保護地域等の段階構成をとる配置パ
ターンが一般的で、斜面の場合は重力をうまく使
う）、
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ニュージーランド

パーマカルチャー農場
／レインボーファーム



⑤生物資源の活用（食糧、燃料、肥料、防風等での動植
物の利用）、

⑥地域内でのエネルギーの再循環（物だけでなく、情報
の循環も大切）、

⑦適正技術（地域の素材を利用し、地域で自主管理でき
る技術の開発）、

⑧自然遷移の活用（自然の遷移の中で、植物を育て、食
糧として収穫していくシステム。一年草種と先駆種と
極相種の混在したシステム）、

⑨多様性（多様な要素が共生していることが持続性を確
保する。植物や動物の適正なギルド（仲間集団）の形
成）、

⑩エッジを最大限にする（海岸、山裾、池や河川の水際
等のエッジは、エネルギーが集まり、多様性があり、
生産性高い場所となる）
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